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論文の内容の要旨

　本論文は，土壌申における除草剤の殺草活性発現機構の解明を目的とし，アミド系除草剤㎜efenacet〔2一

（benzothiazo1＋y1oxy）一N一鮒ethy1ace支ani1ide〕を供試して本剤の土壌中における殺草活性と土壌溶液中濃度との

関係，土壌溶液中濃度を支配する土壌要因ならびに殺草活性発現における除草剤の土壌溶液中濃度の果たす役割

について研究を行った。得られた結果は以下の通りである。

ユ）MefeBacetの殺草活性の土壌間差異

　水耕法により㎜efe脇cetおよび土壌中における代謝産物と想定される（2－benzo痂azo1y1oxy）acetic　acid（BTA）

と2（3H）benzothiazo1e（鵬丁）の生育阻害活性を調べた結果，本剤自体は顕著な殺草活性を示したが，BTAお

よびHBTは活性を示さず，本剤は代謝されることにより解毒されることを確認した。また，土壌に施用した場

含の殺草活性は谷和原水田土壌（軽埴土）に比べ竜ヶ崎水田土壌（砂壌土）で高く，供試土壌聞で殺草活性が異

なることが認められた。

2）土壌中におけるmefenacetの殺草活性とその存在形態

　二層遠心管を用いた遠心分離法と高速液体クロマトグラフィーにより，本剤の処理土壌当たり，固相当たりの

存在量，および土壌溶液中濃度を求め，土壌申におけるmefenaCetの存在形態と殺草活性との関連を解析した。

処理土壌当たり，固相当たりの存在量は竜ヶ崎水田土壌に比べ谷和原水田土壌で高く，同じ存在量における殺草

活性が土壌間で異なったが，土壌溶液中濃度は竜ヶ崎水田土壌で高く，また土壌溶液申濃度と殺草活性との関係

は土壌間で一致し，本剤の土壌申における殺草活性は，土壌溶液申に存在する濃度によって発現することが明ら

かになった。

3）土壌における㎜efenacet残留性と残効性

　土壌申における跳efenaCetの残留量の経時変化を存在形態別に調べ，殺草活性の経時的変動との関連を解析し

た。処理土壌当たりおよび固相当たりの本剤の存在量は測定期問中ほとんど変化せずほぼ一定の値を示した。土

壌溶液中濃度は72時聞後まで急激に減少したが，その後は穏やかに減少する傾向にあった。また，殺草活性は，

本剤の土壌溶液中濃度の場合と同じく経時的に低下した。これらの結果から，㎜efenaCetの土壌申における残効

性は処理土壌中に存在する全残留量ではなく，土壌溶液中濃度に依存して発現することが認められた。

4）土壌溶液中濃度に関与する土壌要因
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　Mefenacetの殺草活性を決定する土壌溶液申濃度を支配する土壌要因について解析した結果，本剤の土壌溶液

中濃度には，土壌有機物吸着を主因とする土壌吸着，および主として生物的要因による代謝が密接に関与してい

ること，ならびに，こうした要因に関与する性質が土壌で異なることにより殺草活性の土壌問差異が発現してい

ることが明らかとなった。

5）Mefenacetの殺草活性発現と土壌溶液中濃度

　以上の結果に基づいて，土壌中における㎜efenaCetの殺草活性は，処理土壌申に存在する本剤の全量に依存し

て発現するのではなく，処理土壌中において土壌溶液中に溶存している本剤の濃度によって決定され，この土壌

溶液中濃度は土壌有機物吸着を主因とする土壌吸着，および主として土壌生物による代謝の影響を受けて決定さ

れることを明らかにした。

審査の結果の要旨

　土壌中における除草剤の殺草活性および動態に関しては，薬剤聞あるいは土壌聞の比較，温度や水分含量の影

響等については多数の研究が実施されているが，従来の研究は殺草活性あるいは動態が別々に検討されたものが

大部分であり，両者の関連性，特に土壌中における除草剤の存在形態と殺草活性との関わりについてはほとんど

検討されておらず土壌中における除草剤の殺草活性発現機構の解明に至っていない。本論文は，聰efe蝸Cetを供

試し，二層遠心管を用いた遠心分離法の利用により土壌申に存在する除草剤を，土壌溶液中に存在するものと土

壌に吸着しているものとに分別し，そこでの存在量と殺草活性との関係を解析する方法を確立し，これにより土

壌中における本剤の殺草活性は植物の生育と密接に関係している土壌溶液中における濃度に依存して発現し，そ

の濃度は土壌有機物吸着を主因とする土壌吸着ならびに主として土壌生物による代謝によって支配されることを

明らかにしたものである。

　著者によって，土壌申における醐efenaCetの殺草活性発現機構が解明されたこと，および殺草活性発現におけ

る除草剤の土壌溶液申濃度の役割が明らかにされたことは土壌学および植物抑制学の基礎・応用の両面から高く

評価できる。また著者が開発した土壌申における除草剤の殺草活性発現機構の解析法は除草剤のみならず植物生

理活性を有する化学物質の活性発現機構の研究に適用可能な方法として，また，除草剤の土壌溶液中濃度の決定

に関与する土壌要因とその機構を明らかにしたことは，様々な特性を有する土壌における除草剤の利用ならびに

新規除草剤の開発に対し多くの示唆を与えるものとして高く評価できる。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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